
文化関係資料のアーカイブに関する基準・手法を確立することが必要

歴史的・文化的価値のある我が国の貴重な文化関係資料が散逸・消失することのないよう、
アーカイブの構築に向けた資料の保存及び活用を図るための望ましい仕組みの在り方について調査研究を行う

現状
これまで保存の対象とされてこなかった歴史的・文化的価値のある文化関係資料が多数ある
保存するための仕組みが構築されていないため、散逸・消失の危機にある
所在情報が把握できていないため、活用することができない

文化関係資料のアーカイブに関する基準・手法の確立

文化関係資料アーカイブ検討会

アーカイブの構築に向けた実践的調査研究

テレビ、ラジオ
の脚本・台本

音楽関係資料 写真フィルム

目録の作成・公開、デジタル化の試行的実施

各分野の特性に応じた保存全般にわたる事項について検討

検討会の開催 委託研究の実施 シンポジウムの開催

アーカイブ中核拠点形成モデル事業

デザイン（ファッション）（案）

建築分野（案） デザイン（ポスター・イス）（案）

各分野の中核拠点の形成をモデル的に支援
（アーカイブの運営、共同利用の促進等）

文化関係資料のアーカイブの構築に関する調査研究 （２６年度予算額 ５４百万円）

２７年度要求額 １２９百万円

新 規

新 規

参考資料５

主
な
事
業
実
績

◇ データベースの構築により、我が国のメディア芸術作品の全体把握が可能になり、デジタル
アーカイブ化が推進。
◇ 教育研究活動、産業界における人材育成での活用の他、広く一般国民の利用が可能

事
業
概
要

◇ 我が国でこれまでに創造されてきたメディア芸術作品の全体像（作品情報及び所蔵情報）
について分野を横断するデータベースとして整備するとともに、作品のデジタル化に資する
事例検証等を行うことにより、デジタルアーカイブ推進のための基盤を築く。

総合データベースの構築

マンガ分野
◆ H2５までに国内にお
ける主要なマンガ所蔵館
７館の所蔵データについ
て、同定・統合作業を経
て、単行本約２３万冊、
雑誌約８万冊について基
礎データを作成
◆ 著者等に関する典拠情
報および単行本の全巻情
報等を作成

アニメーション分野
◆ H2５までに劇場･TV
アニメーション等、約
9,000タイトルの基本情
報と詳細情報をメタデー
タ化
◆ アニメーション作品の
アーカイブ手法の整理・
分析

ゲーム分野
◆ H2５までに家庭用
ゲーム機（ファミコン～
ニンテンドー３ＤＳ ）等
のゲームタイトル約
２９,000件について
基礎データを作成

メディアアート分野
◆ H2５までに展覧会等
の催事約１０,000件につ
いて展覧会カタログ、印
刷物、新聞・雑誌記事等
に基づき基本リストを作
成
◆ 過去に行われたフェス
ティバルに関する資料群
を例として体系的な整理
を行い、実施過程を検証

【平成２６年度（予定）】
・各分野で収集する作品情報の拡充
・検索・入力システムの設計・開発を推進

平成26年度予算額 167百万円（前年度 186百万円）

【平成27年度】 要求額 577百万円の内数（新規）
◆ メディア芸術連携促進等事業
◇ 我が国のメディア芸術作品の保存・活用に必要な基盤となる所蔵情報等の運用・活用、各研究
機関等におけるメディア芸術作品のアーカイブ化に係る取組への支援。




